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図 1:情報システム工学科一年次のカリキュラム構成
また、全学教育科目が、専門科目への入門として機能するように全学教育の B科目群と専門科目
との関連付けを行なった。
3.2 インフォーマルな教育
一年時で実施している全学教育、専門科目は基礎学問であり、学生にとってはなかなか興味がわか
ない可能性がある。もちろん、我々教官サイドは、これら基礎学問の重要性、今度の展開を逐次学生
に説明しているが、「それ以上の何かりをしてみたいという知的好奇心の強い学生がし、ることも事実
である。我々は、このような学生の希望になるべく沿うように、以下のような講義以外のインフォー
マルな教育を実施してきた。
3.2.1 工学部紹介
1998年 7月に、高校生のための工学部紹介が開催された。工学部紹介は、以前から実施されてお
り、情報システム工学科の学生の中にも、以前の工学部紹介での関連講座が行なったデモを見て、本
学科への進学を決めた学生もいる。この工学部紹介の参加者を募ったところ、 10人の一年生が自発
的に希望し、教官、大学院生、四年生との共同作業で、自前の設備と情報処理センタの設備をお借り
して、企画、運営を行なった。研究室紹介以外の実施内容は以下の通りである。
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1. web+movieファイルによる情報システム工学科各教官の研究内容紹介
研究室紹介を見逃してしまった場合など、各研究室/教官がどのような研究を行なっているのか?
ということを確認するための企画。総合情報処理センタ新端末室にて実施。一年生は、司会、ビ
デオ取り、 webページ作成などを行なった。
2. MBONEプロトコルを用いた各研究室紹介
AV入力装置を備え、ネットワークに接続可能なノート PC(OSはUNIX)を持って、いくつかの
研究室(情報、電気電子、構造、機械)に伺い、その研究室の研究内容をi¥'1BONEプロトコルを
用いて、ネットワーク上に放送する企画。総合情報処理センタ新端末室、一号館 3Fエレベータ
前に AV入力可能なワークステーションを設置し、そこで、放送を見たり、各研究室の人とネァ
トワーク上で対話することが可能となった。一年生は、インタビュー、機器設定 (UNIXPCの
設定変更など)を担当した。
3. chatによるネットワーク上での対話
キ一入力が相手の画面上に表示される chatを行ない、ネットワークを手軽に実感してもらう企
画。総合情報処理センタ新端末室にて実施。一年生は、 chatの相手、インストラクタを担当した。
この時期の一年生は、専門の入口に入りかけた時期であり、基礎科目の重要性を認識させる意味で意
義のある企画であった。また、参加しない学生も、参加した学生からの口コミの情報により、同様な
効果があったと思われる。「参加すればよかった。」、「来年はぜひやってみたい。」との声が聞かれた
のは我々にとって望外の喜びである。
3.2.2 PCカンファレンス
1998年 1月に生協主催で、九州地区の PCカンファレンスが実施された。情報システム工学科は、
この企画に全面的に参加し、「手作り PC講座」、「家庭からのインターネットの有効利用法」などの
企画で、一年生が講師、アシスタントとして参加した。この企画は一般市民、大学関係者などのユー
ザが相手であり、人に説明する場合に必要となる経験/知識の必要性を認識させるのに有効であった。
3.2.3 そのイ也
上記のような単発の企画以外に、定常的なインフォーマル教育として、教官所有のワークステー
ションを希望する一年生に開放して、「ワークステーション管理者養成講座Jを実施し、知的好奇心
旺盛な学生の要求を満たすよう努力している。これ以外にも、各教官の研究への参画、勉強会の実施
などを計画している。
4 情報システム工学科の計算機環境
4.1 現状
情報システム工学科は、旧電気情報工学科時代に導入した教育用計算機設備を利用して、教育を行
なっている。簡単に述べれば、サーパマシン (10数台のワークステーション)と可搬型X端末の組合
せを用いている。また、講義以外での利用には、 2号館 4Fに設置しであるワークステーションを利
用することも可能である。だた、現状の一年生は、工学部に来ることが週に一日(月曜日)しかなく、
4Fの端末室はほとんど利用されていない。かわりに図書館、総合情報処理センタの PCから、 2号館
のサーパに telnetでloginして、メールの読み書き、演習などを実施している。
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4.2 今後
旧電気情報工学科で導入した計算機設備は 2000年 3月にリプレースされる予定である。旧システ
ムは、計算機の利用に重点をおいた設備であり、教育用計算機システム(講義、演習で利用)以外に、
研究用(専門教育用)計算機システムも存在した。情報システム工学科では、利用教育以外にも、前
述のように計算機製作、基本ソフトウェア開発などの教育も必要となるため、旧システムでの教育用
計算機システムを拡充する必要がある。そのため、新システムは、教育用計算機システムのみとし、
利用教育だけでなく多用途に利用できるものとする予定である。また、専門教育用システムは、情報
システム工学科の各講座所有のものを利用する予定であり、その分の予算を教育用システムの充実に
当てる予定である。
5 おわりに
情報システム工学科における情報教育のあらましを紹介した。我々はまだスタートしたばかりであ
り、今まで長崎大学にはなかったタイプの情報教育を行なう困難さを身にしみて感じているところで
ある。今後、学科内外から、多くの問題が噴出するであろう・と予想される。我々は、先に述べた理念
に基づき、それらの問題を乗り越える所存である。皆様の御理解、御指導をいただければ幸いである。
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